
熱中症のおそれがある者に対する処置

いつもと違うと思ったら、熱中症を疑いすぐに周囲の人や現場責任者に申し出てください。

	担当者並びに連絡先
	担当者：
	Tel：

	緊急搬送先の連絡先
	●●病院
	Tel：

	緊急搬送先の所在地
	




熱中症のおそれの
ある者を発見


作業離脱
身体冷却


意識の異常等を確認し、涼しい場所への避難並びに身体の冷却を実施すること。


意識があり、自力で水分補給が出来る場合は経過観察をし、症状悪化の場合は緊急搬送すること。


医療機関への搬送


医療機関への搬送に際しては、必要に応じて救急隊を要請すること。


要請すべきか判断に迷う場合は、＃7119等を活用するなど、専門家の指示を仰ぐこと。


熱中症が疑われる例


【自覚症状】めまい、頭痛、吐き気、倦怠感等


【他覚症状】ふらつき、失神、大量の発汗等


返事がおかしい等、普段と様子がおかしい場合も、熱中症のおそれありとして取り扱うこと。


医療機関までの搬送の間や、経過観察中は一人にしないこと。


